

































































































































































　 必 要 に 応 じ、GraphPad Prism ver 8（1995-2020 
GraphPad Software）を用いて統計解析（F test - 
unpaired t test）を行い有意差検定を行った。
結　果
１）強酸性電解水の性状試験
　強酸性電解水の塩素濃度とpHの経時的変化（図６）
より、塩素濃度は採取した当日には30～50ppmあった
が、７日が経過するといずれのサンプルも10ppm以下
になっていた。pHに関しては、７日後には2.7にまで
微増していたが、変動幅は0.2程度であったため、pH
は１週間を経過しても保持されていた。
　一方、使用頻度による強酸性電解水の塩素濃度の変
図５　消毒液の劣化作用の検証
図６　強酸性電解水の塩素濃度とpHの経時的変化
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図７　使用頻度による塩素濃度の変化
図８　漬け置き消毒の結果（1.0×108CFU/ml）
図９　低濃度次亜塩素酸ナトリウム液との消毒効果比較試験結果
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４）消毒液の劣化作用の検証
　消毒液の劣化作用の比較では、塩素濃度が高い消毒
液ほど、塩素の漂白作用により、タワシが脱色され、
浸漬液の色調が褐色に変化していた（図10）。一方、
触感は特に違いは認められなかった。
　次に実体顕微鏡で観察してみると、スポンジの劣化
の程度には特に違いが見られなかったが、タワシでは
次亜塩素酸ナトリウム液（200ppm）で小さな塩素の
結晶のようなものが付着していた。
考　察
１）強酸性電解水の性状試験
　今回使用した装置で生成された強酸性電解水は、
pHは2.7前後で安定していたものの、塩素濃度は20～
20％前後に減少した。一方、次亜塩素酸ナトリウム液
では、０分、４分、10分後の全てにおいて菌が残存し
なかった。
３）低濃度次亜塩素酸ナトリウム液との消毒効果比較
試験
　次に強酸性電解水と塩素濃度がほぼ等しい次亜塩素
酸ナトリウム液との消毒効果の比較（図９）では、強
酸性電解水（50ppm）が添加菌量の約50％程度まで
菌を減少させたのに対し、次亜塩素酸ナトリウム液
（50ppm）では添加菌量の約80％程度しか菌を減少さ
せなかった。
図10　消毒液の劣化作用の検証
図11　漬け置き消毒の結果（1.0×107CFU/ml）
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酸ナトリウム液相当（100～1000ppm）の殺菌力はな
かった。
４）消毒液の劣化作用の検証
　消毒液の劣化作用の検証結果より、200ppmの次亜
塩素酸ナトリウム液で認められた結晶が更なる劣化の
原因になるのではないかと考えられた。
まとめ
　今回の実験により、強酸性電解水の使用にあたって
は、①作り置きせず、流水で使用する。②連続での使
用をなるべく避け、使用休止期間を２時間以上置く。
③特に使用前に塩素濃度のチェックを行う。などの注
意が必要と考えられた。
　また、調理器具の実験結果から、①強酸性電解水よ
りも次亜塩素酸ナトリウム液の方が消毒効果が高い。
②特にスポンジの漬け置き洗いでは、有機物の除去な
らびに消毒液をよく揉みこんでから浸漬するなどの注
意が必要であること。などがあげられる。
　これらのことから、強酸性電解水は次亜塩素酸ナト
リウム液よりも消毒・殺菌効果が低いものの、無臭か
つ人や環境に対して安全性が高いものと考えられた。
また、次亜塩素水程ではないが水道水よりも消毒効果
は十分高いため、菌の付着・増殖が予想される生魚や
野菜（とくにカット野菜）などを洗浄またはすすぐ場
合、とても有効であると考えられた。
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